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試験の目標例数満了に係る御礼 

 

治験名：日本人のスチル病（SJIA及びAOSD）患者を対象としてanakinra皮下投与の有効性及び安全

性を検討する無作為化、二重盲検、プラセボ対照、多施設共同、第III相試験 

（治験実施計画書番号：Sobi.ANAKIN-303） 

 

平素より標記治験の実施に多大なるご尽力を賜り、深く感謝しております。 

さて、標記治験におきましては希少な患者さんの登録促進にご協力いただきありがとうございました。

2024 年 5 月には、目標としておりました 15 症例（全身型若年性特発性関節炎 5 例、成人発症スチル

病 10 例）の登録という重要なマイルストーンも登録期間内に達成することができました。皆様の多大

なるご協力を賜りましたこと、治験調整医師として心より御礼申し上げます。 

すでにご承知の通り、anakinra（アナキンラ） は欧米では種々の自己炎症性疾患に対し薬事承認さ

れ、標準的治療薬として扱われています。スチル病に対しては、欧州及び中国等で認可され、日本にお

いてもアンメット・メディカルニーズの高い薬剤です。 

海外で標準的に使用される アナキンラ を日本の臨床現場へ届ける第一歩として、本試験は重要な意

義を持つと考えております。 

皆様のご健康と益々のご活躍をお祈りいたしますとともに、本治験が成功し、日本のスチル病患者の

もとへ アナキンラ が届けられる日が来ることを心待ちにしています。 

 

これからもご協力いただくことがあるかと存じますが、その節には宜しくお願い申し上げます。 

 

以上 


